
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

 

 

 

 

寒の戻りの中にも春の足音を感じた３月１８日。令和６年度卒

業証書授与式を無事に執り行うことができました。 

喜びと自信に満ちた卒業生８４名の門出に、保護者と来賓の

皆さま方のご臨席を賜り、卒業式に光彩を添えていただきまし

た。教職員だけでなく、保護者や来賓の皆様と一緒に卒業をお

祝いできたことに、いま感謝と安堵の気持ちを得ております。 ま

た、出席した５年生は卒業生の晴れ姿を見て、『感謝と信頼』の

バトンパスを受け取り、最高学年になるさまざまな思いを感じと

ったものと思っています。 

さて、６年生は卒業という「節目」、１年生から５年生は進級と

いう「節目」を迎えます。『竹節ありて風雪に強し』という言葉が

ありますが、竹は「節」があるからこそ、強くしな 

やかに、そして、まっすぐ伸びていきます。しっか 

りした節があるからこそ竹は強くなります。 

わたしたち人間も同じように、節目を大切に 

することによって、多少のことには負けないたく 

ましさとまっすぐに伸びていく心が育まれていくのだと思います。 

節目とは『物事の区切り、転機』という意味ですから、この春

休みは、６年生にとっては小学生から中学生に替わる「節目」と

言えます。そして、１年生から５年生にとっては学年と学年をつな

ぐ「節目」となります。 

明日から始まる春休みを単なる通過点にするのではなく、次

への目標を見つける春休みになるように、ご家庭でもお子様に

お話しくださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学校行事 

１ 火  

２ 水  

３ 木  

４ 金  

５ 土  

６ 日  

７ 月  

８ 火  

９ 水 

始業式／入学式  

11時 40分下校(６年) 

9時 25分完全下校(２～５年) ● 

10 木 全校 3校時日課        ◇ 

11 金 
給食開始 ３校時日課(１年) 

４校時日課(２～６年)13:15完全下校 

12 土  

13 日  

14 月 
３校時日課(1年) 

通常日課開始（２～６年） 

15 火 ３校時日課(1年)      ◇ 

16 水 ３校時日課(1年) 委員会  ● 

17 木 
学力学習状況調査：６年（国、算、理） 

３校時日課(1年)      ◇ 

18 金 食育の日 ３校時日課(１年) 

19 土  

20 日  

21 月 給食開始／４校時日課(１年) 

22 火                ◇ 

23 水 
学力学習状況調査：６年（児童質問紙） 

全校５校時日課        ● 

24 木                ◇ 

25 金 こいのぼり設置（民生委員さん） 

26 土  

27 日  

28 月 
個別懇談会  （～５/７） 

全校４校時日課（～５/９） 

29 火 昭和の日 

30 水 個別懇談会          ● 

学校教育目標「明朗・健康・自主自立」 

＜４月の主な行事予定＞ 

         令和７年３月２４日 

  児童数 ４４９名 

学級数 ２３学級 
【文責：校長 内藤 康司】 

 

●見守りボランティア活動日／◇西武団地：毎週火・木曜日 「節目の春」 卒業・修了おめでとうございます 

＜たくさんの温かなまなざしに見守られて＞ 

 

交通事故のニュースにふれるたび、登下校時の安全確保を

思わずにはいられません。そのような中、本年度もスクールガー

ドの皆様をはじめ、地域や保護者の方々に、様々な形で子ども

たちの安全を見守っていただきました。お陰様で、大きな事故等

も無く年度末を迎えることができます。深く感謝を申し上げます

とともに今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

たくさんの「温かなまなざし」に見守られて 

※春季休業中の学校への電話は、8:15～16:45 となりますので、ご了承のほどお願いいたします。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜標語の部＞ 特別賞（さわやか賞） 

  

「わたしと人権」で特別賞を受賞した林さん(４年生)の標語と八田さん(１年生)の作文、そして「そ

の他の部」で佳作を受賞した 6 年生の作品を紹介します。 

＜標語の部＞ 特別賞（さわやか賞）             ＜その他の部＞ 佳作 6年生 

 ４年 林 凛果 さん                          「平和学習を経て わたしたちが大切にしたいこと」 

〇いじめはゴミばこ えがお元気は 宝箱 
 

＜作文の部＞ 特別賞（ほのぼの賞） 

１年 八田 咲来 さん 

わたしは、友だちがいっしょにあそんでくれたり、 

あいさつをしてくれたりしたときに、友だちっていい 

なとおもいました。なぜなら、友だちがやさしくして 

くれるとうれしいからです。こえをかけると、いった 

ほうもいわれたほうも、うれしくなります。これから 

も、やさしいことばをいっぱいつかいたいです。 

もし、友だちがいなかったら、一人ぼっちになっ 

てさびしくなります。さびしくならないように、これからもいじわるをしないように気をつけたいです。たたい 

たり、けったりしないようにしたら、みんなよい気もちになって、あたらしい友だちがいっぱいできるとおもい 

ます。 

たくさんの友だちとなかよくしたいです。 

 

  

「わたしと人権」 特別賞／佳作 受賞作品 を紹介します！ 

 

 

卒業式の直前まで、６年生がこれまでの感謝の気持ちを込めて、学校をすみずみまで磨いたり、整理をし

たりして、とても美しくしてくれました。６年生を送る会で在校生に残したメッセージのとおり、最高学年として

の立派な行動力は、これからも石山小で受け継がれていく財産です。６年生のみなさん、ありがとう！！ 

＜6年生から在校生への 3つのメッセージ＞ 

★みんなのために行動すること   

★自分で考えて行動すること 

★「楽しむ」ときと「やる」ときを切り替えること 

 

学校がとても美しくなりました！ 6年生、ありがとう！！ 

 

 

スクールガードは、登下校の時間帯（７時～８時前後、午後２時～４時前後）を中心に子どもを見守るボラ

ンティア活動です。保護者や地域の方々が「スクールガード」となることで、子どもを見守る地域の「目」が増

え、事故や不審者被害の抑止につながっています。 

今年度は、６１名の皆様に登録いただき、登下校の安全を見守っていただきました。 

現在の状況として、スクールガードさんの高齢化（石山学区の平均年齢７７歳）・なり手不足により、登下

校の見守りが十分にできなくなっていくことが予想されます。 

保護者の皆様におかれましては、普段からお子様の登下校の安全のために協力い 

ただいていますが、今後のためにもスクールガードとしてご協力いただける方を募集し 

ています。詳しくは、３/６に配信のテトルをご覧いただき、QR コードからご登録ください。 

みんなで守ろう 子どもの笑顔！ ～ スクールガードへの登録をお願いします ～ 


